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ものである。本論文は，第 l 章~第 7章で構成されている。







インド効果に 100%寄与するアンボンド、型の中心圧縮実験を行い，拘束係数 (k) とすべり面の角度 (θ) の因果関係
を Mohr-Coulomb の破壊基準を用いて解明している。また，通常の加力点聞の全体変形だけではなく，試験体を高
さ方向に分けた区間変形を計測して，破壊部分と非破壊部分の最大耐力以降の挙動について考察している。そして，
Mohr ー Coulomb の破壊基準を最大耐力点だけではなく，それ以降の耐力下降域への適用を試みているo 次に，ボン




構造柱の基本的な力学的性状を調べている。荷重一変形関係において，初期剛性 (K)，降伏耐力点 (Ry， My) ，部材角





計測し，崩壊に必要なヒンジ長さ (Lx) を求め，真の破壊断面を定めている o そして，その断面位置で耐力を評価する
ことによって，載荷方法による耐力の違いを説明している。 CFT とそれを構成する鋼管，コンクリートの 3種類の柱試
験体で， CFTで得られた変形経路(軸変位δn，回転角的と全く同じものを鋼管とコンクリートで再現させ，そこに
発生した力を参考にして，それぞれの分担力(軸力N，モーメント M) を求めている (1変形経路再現加力実験J)。そ
の結果，相互作用を考慮した鋼管およびコンクリートの材料定数に関する提案をしている。









ずみ度関係の物理的意味の限界について述べ， Mohr -Coulornb の破壊基準による最大耐力，その後の耐力下降域
をすべり面での摩擦係数 (μ) の低下とした剛塑性モデルを提案している。
(2) 1ボンド型」と「アンボンド型」の違いを鋼管の応力状態として考察し，鋼管とコンクリートの一つの相互作用で










ある。この崩壊が成立するヒンジ長さは， CFT構造に限らず広く鉄筋コンクリート (RC) 系構造にも通じるもので
ある。
(6) CFT構造柱とそれを構成している鋼管単体柱，コンクリート単体柱の 3種類の試験体を用いて「変形経路再現加
力実験」を行い， CFT試験体における鋼管，コンクリートの分担力(軸力，モーメント)を全履歴にわたって実験的
に確認し，鋼管とコンクリートの相互作用を独自の理論展開によって精度良く追跡できることを示している。
以上のように，本論文は円形断面の CFT 構造における鋼管とコンクリートの相互作用に起因する優れた構造特性を
設計式に考慮するための理論的裏付けとなる重要な知見を数多く与えており，今後の建築構造工学に寄与するところ大
である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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